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高

校
に

お

け
る

「

宗
教

文
化
と

道
徳
の

知
識
」

等
の

科

目
が
そ

れ

で

あ

る
。

宗
教
（

イ
ス

ラ

ー

ム
∀

教
育
と
い

う
面
で

見
る

と
、

他
に、

国
民
教

育

省
管
轄
の

イ
マ

ー

ム
・

ハ

テ

ィ

プ

校
と

宗
務
庁
管
轄
の

コ

ー

ラ

ン

・

コ

ー
ス

等
が

あ
る

。

　

国

民
教

育
省
の

普
通

教
育
を

中

心
と

す
る

。

そ
の

中
で

宗
教

教
育
を

司
る

部

局
は

国

民
教
育
省

宗
教
教

育
総
局
（

ζ
臨
嵩

国
依｝

三

巨
じd

欝
p二

巳
蒔一

∪

ヨ

○
 
『
ω

口

日
一

〇

窪
巴

ζ
ロ

ユ

宥
冨
 

巳

で

あ
る

。

そ
の

部
長
の

見
解
か

ら
ア

レ

ヴ
ィ

ー

に

つ

い

て

の

認
識
（
二

〇
一

二

年
八

月

≡
二

日
イ

ン

タ

ヴ

ュ

ー

の
一

部
）

を

示
す

。

ま

ず、

ア
レ

ヴ
ィ

ー
は

宗
教
∪

ヨ

で

あ
る

。

そ
れ

も
ハ

ジ
・

ベ

ク

タ

シ
・

ヴ
ェ

リ
に
連
な
る
一

分
派
（

屏
o
ご

で

あ
る

。

従
っ

て
、

ア

レ

ヴ
ィ

ー
・

ベ

ク

タ

シ

と

い

う
こ

と

に
な
る

。

ハ

ジ
・

ベ

ク

タ

シ
・

ヴ
ェ

リ
に
関
す
る

『

マ

カ

ラ

ー

ト
』

な
ど

が

そ
の

思

想
の

中
心
と

な
る

。

ま
た

普
通
学
校
に

お
け
る

宗
教
教
育
は
、

そ
れ
以

外
の

「

宗
教
」

の

人
が

授
業
を
受
け
る

こ

と

は

拒
否
で

き
る

。

例
え
ば
キ

リ

ス

ト

教
徒
や

ユ

ダ

ヤ

教
徒
や
「

ア

テ

イ
ス

ト
（
〉

邑
巽

無
神

論
者）
」

な
ど

の

生

徒
は、

そ
の

授
業
に

代
わ

り、
「

メ

デ

ィ

ア
」

「

手
工

芸
」

な
ど

他
の

授
業
で

そ
の

単
位
を

代
替
で

き
る

。

［

以

下
省
略］

つ

ま

り
ア

レ

ヴ
ィ

ー

は

ベ

ク

タ

シ

の
一

分
派、

従
っ

て

イ
ス

ラ

ー

ム

の

中
に
属
す

。

つ

ま
り
ム

ス

リ

ム

で

あ

る

の

で
、

「

宗
教

文
化
と
道

徳
の

知
識
」

な
ど

の

科
目

を
、

ム

ス

リ
ム

と

一

緒
に

授
業
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

と

い

う
見
解
で

あ
る

。

ア
レ

ヴ

ィ

ー

は

他
の

宗
教
で

あ
る

と

い

う
理
由
で

代
替
授
業
は

不
可

能
と

な
る

。

　
こ

の

見
解
で

あ
る
と
、

こ

れ

ま
で

ム

ス

リ
ム

（
そ
れ

も
ス

ン

ニ

ー

派
）

と
の

違
い

を
主
張
し
て

き
た

多
数
の

ア

レ

ヴ
ィ

ー

は

強
烈
な
ス

ト
レ

ス

を

感
じ
る

こ

と

に

な
る

。

他
の

科
目
を

受
け
る

た

め

に

は

「

ア

テ

イ
ス

ト
」

と

な
ら

ざ
る

を
え
ず、

か
つ

て

の

ア

レ

ヴ
ィ

ー

1ー

ア

テ

イ

ス

ト

ー−

社
会
主

義
者
・

共
産
主

義
者
日

反
政
府
的
傾
向
と
い

う
図
式
の

中
に

投
げ
込
ま
れ

る
こ

と

に
な
る

。

こ

の

よ

う
に
一

九
九
〇

年
代
に

「

ア

レ

ヴ
イ

ー

と

は
何

か
」

と

関
心
を

持
た

れ
、

自
ら
を
中

央
ア

ジ

ア

に
結
び

つ

け
る

こ

と

も
あ

り、

ま
た
イ
ス

ラ
ー

ム

の

内
か
外
か

等
様
々

な
議
論
が
あ
っ

た

に

も
関
わ

ら
ず、

こ

の

二

十
年
で

政
府
主

導
あ
る

い

は
そ
れ
に

準
ず
る
形
で

ア

レ

ヴ

ィ

ー

の

「

見
解
」

が

つ

く
ら
れ
て

き
た

こ

と

も
観
察
で

き
る

。

宗
教
教
育

の

認
識
の

仕
方
は

ア

レ

ヴ
ィ

ー

内
部
の

軋
轢、

亀
裂
を
深
く

す
る

こ

と
も

考
え
ら
れ

る
。

（
ア

レ

ヴ

ィ

ー
に

と
っ

て

自
己
認
識
の

不
明
瞭
さ

は

多
く

の

議
論
を
生

み
、

そ

れ

は

ド
イ

ツ

等

海
外
の

ト
ル

コ

系
移
民
に

と

っ

て
、

単
な
る

自
己
認
識、

ル

ー

ツ

探
索
に

と

ど
ま
ら
ず、

死
活
問
題、

生
存
戦

略
で

も

あ
っ

た
。

）

彼
ら

に

と
っ

て

こ

の

教

科
書

、

宗
教
教
育
は

深
い

亀

裂
を
生

む
可
能
性
を

孕
み

つ

つ
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

影
響
が
見
ら

れ
る

こ

と

か
ら、

イ
ス

ラ

ー

ム

（
ス

ン

ニ

ー
派）

へ

の

同
化
の

可
能
性
を

も

含
ん
で

い

る

の

で

あ
る

。

ド
イ
ツ

に

お

け

る

宗
教
科
の

歴

史

　

　
　
「

他
者
」

と
の

か

か

わ

り
を
読
む

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

石
川

　
智
子

　

現
代
社
会
の

特
徴
と
し
て

多
元

化
や

グ
ロ

ー
バ

ル

化
が
指
摘
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

て

久
し
い

が
、

そ

う
し

た
社
会
に

あ
っ

て、
「

他
者
」

の

問
題

は

新
た

な
切
実
さ

を

帯
び
る

こ

と
に

な
る

。

宗
教
が
関
わ

る

領
域
に

お
い

て

も
「

他
者
」

の

問
題
は

さ
ま
ざ
ま
な
レ

ベ

ル

で

そ
の

姿
を

見
せ

る
。

諸

宗
教
の

「

対
話
」

や

「

共
生
」

が
時

代
の

価
値
と

し
て

喧
伝
さ
れ
る
一

方

で
、

宗
教
間
の

「

衝
突
」

が

指
摘
さ
れ

、

宗
教
へ

の

「

嫌
悪
」

が
公
に

語

ら
れ
る

。

こ

う
し

た
状

況
の

中
で

必

要
な

の

は
、

「

対
話
」

に

せ

よ

「

嫌
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悪
」

に

せ

よ
、

そ
の

対

象
と
な
る
相
手
1

「

他
者
」

1
が
ど

の

よ

う
に

表

象
さ
れ
て

い

る

の

か
を

、

「

対
話
」

か
ら
も

「

嫌
悪
」

か

ら
も
い

っ

た

ん

距

離
を

置
い

た
と
こ

ろ

で、

考
え
て

み
る

こ

と

な
の

で

は
な
い

か
。

　
宗
教
の

領
域
で

の

「

他
者
」

の

問
題
を

公
立

学
校
の

宗
教
科
と

い

う
場

か
ら

考
え
て

い

く
理
由
は
、

伝
統
的
に
社
会
の

中
で

宗
教
教
育
を

担
っ

て

き
た

家
庭
や
教
会
と

い

っ

た

場
が

そ
の

機
能
を

弱
め

て

い

る

な
か
、

学
校

が

宗
教
に
関
わ
る
伝
達
の

場
と

し
て

の

重
要
性
を

相
対
的
に

増
し
て
い

る

こ

と
に

あ
る

。

特
に

公
立
学
校
に

お

け
る

宗
教
科
は

、

宗
教
科
に

関
わ

る

宗

教
団
体
の

み
な
ら
ず、

他
の

政
治
組
織
の

思
惑
も
反
映
さ
れ
て

い

る

こ

と
が

予
測
さ
れ
る
の

で

あ
り、

多
元
化
や

個
人
化
が

特
徴
と

さ
れ

る
社
会

の

な
か
で

、

異
な
る
関
心
や
要
求
を

持
つ

個
人
お

よ

び

集
団
が
宗
教
的
な

テ

ー

マ

に

つ

い

て

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ

ン

す
る

数
少
な
い

場
の

ひ

と
つ

に

数
え
ら
れ

る
。

こ

こ

で

は

公
立

学
校
に

お

け
る

宗
教
科
が
存
在
す
る
ド

イ

ツ

を

考
察
の

対
象
と

し
て

選
択
し

、

歴
史
的
な

分
析
を

行
っ

て

い

く
。

ま

ず
そ
の

最
初
期
か
ら
キ

リ
ス

ト

教
と

深
く
関
わ
る

ド

イ

ツ

の

学
校
の

歴
史

を
概

観
し

、

実
際
の

宗
教
科
の

指
導
要
領
を

分
析
す
る

。

　
宗
教

改
革
以
前
に
ド

イ
ツ

で

は

い

く
つ

か

の

種
類
の

学
校
が
存
在
し
て

い

た
。

ま

ず
登
場
し
た

の

は

修

道
院
学
校
と

司
教

座
教

会
付

属
の

学
校

で
、

カ

ー

ル

大
帝
の

＝

般
訓

令
」

発
布
後
に

帝
国
内
に
広
ま
っ

た
。

ま

た
都
市
の

有
力
者
に

よ

っ

て

ラ

テ

ン

語
学
校
や

ド
イ

ツ

語
の

読
み

書
き
学

校
な
ど
が

作
ら
れ
た

が
、

い

ず
れ

の

場
合
も

教
会
の

学
校
経
営
を

妨
げ
な

い

こ

と

が
重

要
だ
っ

た
。

宗
教

改
革
後

、

多
く
の

修
道
院
学
校
や
司
教
座

教
会
付

属
学
校
が

廃
止

さ
れ

た
。

そ
の
一

方
で

新
た

に
、

教
会
の

雑
務
を

行
う
「

キ
ュ

ス

タ

ー
」

が

運
営
す
る

キ
ュ

ス

タ

ー

学
校、

君
主
が

直
接
設

立
し
た

学
校
な
ど
が

誕
生
し

た
。

一

七
、

一

八

世
紀
に

は
、

敬
虔
主
義
者

と

合
理
主
義
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に

宗
教
教
育
の

改
革
や
学

習
内
容
お
よ

び

方

法
の

改
善
に
着
手
し
た

。

一

九

世
紀
に

な
る

と

宗
派
混
成
学

校
が
登

場
し

た
が
、

教
会
か

ら
の

反
発
が
強
く、

発
展
は

ご

く
緩
や
か
な
も
の

で

あ
っ

た
。

ま
た

こ

の

時
代
に

は
、

ユ

ダ
ヤ

教
の

公

立
学
校
が

始
め

て

登

場
し

、

ユ

ダ

ヤ

教
の

宗
教
科
お
よ

び

指
導
要
領
が
作
成
さ
れ
た

。

ヴ
ァ

イ
マ

ー

ル

憲

法
は

従
来
と

は
異
な
っ

て

宗
派
混
成
学
校
を
通
常
の

学
校

類
型
と

し
、

従
来
の

宗
派
学
校
は

申
請
に

よ

っ

て

設
置
さ
れ
る

も
の

と

し
た

。

こ

の

頃

に

は
、

宗
派
混
成
学
校
と

宗
派
学
校
の

割
合
の

地
域
差
が
明

確
に

な
り

、

バ

ー

デ

ン

や
ヘ

ッ

セ

ン

で

は

宗
派
混
成
学
校
が
多
く、

プ
ロ

イ
セ

ン

の

大

部
分
と
バ

イ

エ

ル

ン

で

は

宗
派
学
校
が

標
準
的
な
類
型
と

な
っ

た
。

第
二

次

世
界
大
戦
期
に
は

国
家
社
会
主

義
に

よ

る

反
宗
派
学
校
の

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

が

行
わ

れ
、

代
わ

っ

て
「

共
同

体
学
校
（
ド
イ
ツ

学
校）
」

の

設

置
が
促

進

さ
れ

た
。

ま
た

多
く
の

私
立

学
校
が

廃
止

さ
れ

る
一

方
で

、

国
家
社
会

主

義
に

基
づ

く
私
立

学
校
が

設
置
さ
れ

た
。

戦
後、

学
校
制
度
を
戦
争
以

前
の

状
態
に

戻
そ
う
と

い

う
傾
向
が

あ
り、

宗
派
学
校
も
一

時
的
に

復
活

す
る

が
、

一

九

六
〇

代
後
半
に

は

ほ

と
ん

ど

の

連
邦
州
で

廃
止

さ
れ
た

。

　
一

九

七
〇

年
代、

一

九

九
〇

年
代、

二

〇

〇
〇
年
代
の

バ

イ

エ

ル

ン

州

の

各
宗
教

科
指

導
要

領
に
お

け
る

他
宗

派
・

他

宗
教
の

分

析
か
ら

は
、

「

世
界
宗
教
」

と
い

う
概
念
が
、

イ

ス

ラ

ー

ム

と
ヒ

ン

ド

ゥ

i
教
・

仏
教

と
い

う
二

つ

の

独
立

し
た

テ

ー

マ

へ

と

分
岐
し
て

い

き、

各
宗
教
の

教
義

や

概
念
な
ど

か
ら
生

徒
た

ち
の

現
実
の

な
か

で
の

各
宗
教
と

の

か
か
わ
り

が

強
調
さ
れ
て

い

る

こ

と
、

心
霊
主

義
や
オ

カ

ル

テ

ィ

ズ
ム
、

新

宗
教
運

動
や
セ

ク
ト
な
ど
の

諸
潮
流
に

つ

い

て

の

項
目
が、

よ

り
大
き
く
か
つ

具

体
的
に

扱
わ

れ
る
よ

う
に

な
っ

て

い

る

こ

と

な
ど

を
読
み
取
る

こ

と

が
で

き
る

。
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